理科教育法Ⅳ　第一回　模擬授業報告書
実施日:2015年5月9日
第6班　時計反応
天野泰輔(農学生命化学科)　清瀧康太朗(生命分子化学科)
[bookmark: _GoBack]　黒川耕平(生命分子化学科)

【目的】
　時計反応の実験を通して,以前学習した酸化還元反応の理解をより深める.

【生徒の状況】
　前回の授業で酸化還元反応の基礎は学んだが,まだ実感が湧いていない.

【準備物】
　ペットボトル2本,イソジン,オキシドール,小麦粉,レモネード

【予算】
　準備物は全て班員の家から持ち寄ったものなので,費用はかからなった.

【方法】
　ペットボトルにレモネードを少量入れた.このペットボトルをAとした.さらに,このペットボトルにイソジンを少量加えた.別のペットボトルに小麦粉を一つまみ入れ,水に溶解させた.このペットボトルをBとした.そして,ペットボトルAをペットボトルBに静かに加えた.さらに,オキシドールを静かに加えて液体の色の変化を観察した.

【結果】
　オキシドールを加えると,溶液が墨汁のように黒色に変化した.

【考察】
　レモネード中のビタミンC(アスコルビン酸)には,酸化防止剤としての働き，つまり還元作用がある.本来なら,イソジンと小麦粉を混ぜた場合,イソジン中のヨウ素と小麦粉中のでんぷんが反応してヨウ素でんぷん反応が起こるはずである.しかし,ビタミンCの還元作用によってヨウ素が還元されて呈色反応を示さなくなる.そこへオキシドール(過酸化水素水)を加えることによって還元されたヨウ素が酸化してヨウ素でんぷん反応が生じる.以下に化学反応式を示す.

2C6H8O6+I2→C6H6O6+2HI
2I-+H2O2→I2+2OH-

【授業風景】
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【よかった点】
　・黒板の文字の大きさが適切.
　・実験時の授業進行が良い.
　・白衣を用いて色を見せる.
　・飲料に含まれるビタミンCを例に,生活の中の科学という視点から説明できていた.
　・自分の専門の分野の内容（アスコルビン酸の抗酸化作用）が絡められている.
　・ダイナミックな授業展開が出来ていた.
　・声の大きさが適切だった.
　・授業が熱い.

【改善点】
・主とするものの説明よりも,余計なものの説明に時間を多く割いてしまった.時間配分に気を付けるべきであった.
・全体的に準備不足だった.
　・ヨウ素デンプン反応の呈色について,「茶色」や「黄色」と言っていた.本来は濃紫色を呈するので,科学的表現として正しいものに統一して説明するべきだった.
　・I3-は「アイ三マイナス」,I2は「アイツー」と言っていた.「アイスリーマイナス」,「アイツー」という風に言語を統一するべきだった.
　・板書の一部（反応式など）をプリントにして配布すればよかった.
　・黒板の配色に気を配るべきであった.
　・板書は実験中にある程度書いておくべきであった.
　・高校2年生の学習内容を鑑みると,I3-という状態は発展的すぎる.I2とI-の共存状態かI-として説明するべきであった.

【平均点】
模擬授業評価の平均値を出すと以下の表１,2のようになった.
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表１．模擬授業の準備に対する評価の平均値　学生20名　教員3名

項目 評価

1 3.8

2 3.3

3 3.1

4 3.5

3.4

平均値

内容

学習課題・内容

児童・生徒の実態・様子の把握とかかわり

授業展開

資料等準備


Microsoft_Excel_Worksheet.xlsx
Sheet1

		表１．模擬授業の準備に対する評価の平均値　学生20名　教員3名 ヒョウ モギジュギョウ ジュンビ タイ ヒョウカ ヘイキンチ

		項目 コウモク		内容 ナイヨウ								評価 ヒョウカ

		1		学習課題・内容 ガクシュウ カダイ ナイヨウ								3.8

		2		児童・生徒の実態・様子の把握とかかわり ジドウ セイト ジッタイ ヨウス ハアク								3.3

		3		授業展開 ジュギョウ テンカイ								3.1

		4		資料等準備 シリョウ トウ ジュンビ								3.5

		平均値 ヘイキンチ										3.4
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項目 評価

① 3.6

② 声は生徒の方に向かって発せられ、聞き取りやすかったか？ 4.2

③ 発問は生徒が考えれば答えられるように工夫されていたか？ 3.3

④ 板書文字や数字、図などは丁寧で読みやすかったか？ 3.8

⑤ 板書は学習者がノートを取りやすいように配置されていたか？ 3.9

⑥ 実験や観察は現象や対象物がはっきり確認できるものだったか？ 4.2

⑦ 実験は学習内容の理解・定着の助けになるものだったか？ 3.8

⑧ 立ち位置(黒板や演示実験が隠れる等)や机間巡視は適当だったか？ 3.5

⑨ 3.7

⑩ 3.6

3.8

表2.　生徒役による模擬授業評価の平均値　学生20名　教員3名

内容

服装や話し言葉は教員として適当だったか？

授業の事前準備はしっかりとされていたか？

生徒の反応を確認しながら授業を進めていたか？

全体の平均


Microsoft_Excel_Worksheet1.xlsx
Sheet1

		表2.　生徒役による模擬授業評価の平均値　学生20名　教員3名 ヘイキンチ

		項目 コウモク		内容												評価 ヒョウカ

		①		服装や話し言葉は教員として適当だったか？												3.6

		②		声は生徒の方に向かって発せられ、聞き取りやすかったか？												4.2

		③		発問は生徒が考えれば答えられるように工夫されていたか？												3.3

		④		板書文字や数字、図などは丁寧で読みやすかったか？												3.8

		⑤		板書は学習者がノートを取りやすいように配置されていたか？												3.9

		⑥		実験や観察は現象や対象物がはっきり確認できるものだったか？												4.2

		⑦		実験は学習内容の理解・定着の助けになるものだったか？												3.8

		⑧		立ち位置(黒板や演示実験が隠れる等)や机間巡視は適当だったか？												3.5

		⑨		授業の事前準備はしっかりとされていたか？												3.7

		⑩		生徒の反応を確認しながら授業を進めていたか？												3.6

		全体の平均 ゼンタイ ヘイキン														3.8
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